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図－１　一般図
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写真－１　架設状況

図－２　立体解析モデル

曲線箱桁橋へのケーブル直吊り架設工法の適用

㈱横河ブリッジ　　正会員○森　邦彦

㈱横河ブリッジ　　正会員　古田富保

㈱横河ブリッジ　　正会員　今田安男

１．はじめに　上瀬橋は，宮崎県の主要地方道緒方高千穂線の現橋の改良工事であり，神話で有名な天の岩戸

神社の近くで土呂久川を跨ぐ橋長 72.5m の単純鋼床版曲線箱桁橋である．本橋は、曲率 R=80m と非常にき

つい曲線桁であり，通常は桁下にベントを設置し架設する工法が最も適している．しかし，架橋位置は深さ約

30m の急峻な渓谷であり，現橋の幅が狭く A1 側への大型重機および桁の搬入が不可能であることからベント

工法での架設は困難であった．工法を比較検討の結果．曲線桁の架設において国内でも事例の少ないケーブル

クレーン・直吊り工法を採用した．本報告では、曲線桁へケーブルクレーン・直吊り工法を適用する架設上の

問題点および解決策について報告する．一般図を図－１，諸元を表－１，架設状況を写真－１に示す．

２．架設計算　通常の直吊工法において，架設形状を求め

るには平面解析プログラムが用いられ，２次元で計算され

た結果から工事が進められる．しかし，曲線桁の場合，立

体的に解析されなければ，橋桁のねじりによるトルク値な

どを求められない．このため，桁同士を連結させるために

必要な力が不明なこと，また，直吊り設備の設計においてもねじりを考慮すべきか判断できないなどの問題が

ある．これらの観点から平面解析プログラムを基に架設計算を進めた上に，有限変位による立体解析を行い，

平面解析プログラムの妥当性を確認することとした．解析に用いたモデルを図－２に示す．

３．架設要領　①ケーブルクレーン設備の設置：ケーブルクレーンには，桁架設用として Cap294kN 吊 2 系

統と，資機材の運搬用として中央に Cap49kN 吊を 1 系統設置した．②直吊り設備：直吊りメインケーブルは，
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表－２　管理シート
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１主構あたり４本ケーブルとした．曲線桁であるため左右の張力が異なり，上流側 4×47.5φ，下流側 4×56

φのワイヤを使い，張力調整に 80t ケーブル調整装置を用いた．直吊り設備は，調整量が 1～３ｍと大きいこ

とが予想されたため，容易に調整できる構造とし，かつ設備が大きく成り過ぎないように，チェーンブロック

15t 吊を必要な張力に応じて数台をワイヤ掛け数に合わせ繰り込んだ．これらを，直吊り金具を用いて２本づ

つ４本のメインケーブルへ吊り下げた．直吊り金具へはアイバーと三角ピースを用いて連結した．受梁は，架

設時にピースの角

度差や箱桁との剛

性の違いからねじ

りトルクが入るた

め，588H 形鋼を

ボックス状にして

上下のフランジを

座屈長による低減

がなくなる程度の間隔で固定

し，２本が有効に働く構造とし

た．受梁左右の吊点には，ロー

ドセルを入れ張力管理した．桁

架設は，A1 側，A2 側の端横桁

を仮支持した後，中央の閉合ブ

ロック（J5－J6）をカウンタ

ーウェイトとして先行して設置

した．その後，両側より順次単

材にて両側から中央に向かって

架設した．（図－３）

４．架設時の管理　架設時の各

段階で受梁の吊点位置の変位と

ハンガー張力を測定し，計画時

の形状および張力を表－２の管

理シートを用いて確認した．閉

合は，中央より１つＡ２側のブ

ロックで行い，ハンガー張力が

高い吊点以外を巻上げる方向で

調整し，下フランジ側継手が合

う格点は，引寄せ連結させた．閉合時は，作業スペースを確保するため，両橋台において，アンカーボルトの

許せる範囲をできるだけパラペット側へ下げた．しかし，端横桁に，平面的な角度がついており，遊間も150mm

と狭く，桁下端で 50mm 程度しかセットバックできなかった．閉合前の測定では，桁下フランジ間で約 60mm

の隙間があり，桁の形状が少し下を向いており，桁上側での隙間は，20～30ｍｍと狭かったが，落し込み閉

合することができた．

５．まとめ　本工事では，過去に例を見ない曲率の大きい鋼床版箱桁に対して直吊工法を採用した．そのため

架設ステップ毎の解析には立体解析を用い，直吊り設備を工夫しロードセルによるハンガー張力の管理を行っ

たことにより安全に工事を完了出来た．今後の同種の橋梁の施工に参考となれば幸いである．

図－３　架設要領
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